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専門とする事項 処分場建設   建 設 部 門  

業務名：最終処分場における安定化評価 

場所：△△県○○市 産業廃棄物最終処分場 

1.私の立場と役割 

私は、浄水場から発生する脱水汚泥の埋立処分を行っている産業廃棄物処分場において

埋立廃棄物の安定化を評価し、降雨時に発生する浸出水の発生メカニズムの予測および評

価を実施した。 

、 

私の立場は、業務管理責任者であり、調査計画の立案、データの収集および評価であっ

たが、特に安定化の進行を把握するための指標の作成であった。 
2.技術的問題点と解決策 

 ここでは、浄水場からの脱水ケーキを埋立処分しているため、搬入時には有害物質の分

析を実施しており、すべて埋立基準値以下であった。 

 そのため、埋立廃棄物の安定化を把握するためには、別の指標が必要であった。また、 

降雨時に発生する浸出水は、BOD､COD が高く、ｐH９以上を呈するため周辺への影響が懸念

された。 

 そのため、私は次の解決策を採った。 

⑴安定化を把握するための判断基準 

ここでは、次の指標を用いて、各モニタリング結果から安定化が進行することにより生

ずる現象を多角的に把握し、安定度の評価を行った。 

 ①廃棄物の性状（強熱減量、C/N 比） 

 ②浸出水の性状（BOD、COD）  

③湧出ガスの組成（メタン、二酸化炭素）  

 ④廃棄物層内の内部温度 

 ⑤埋立地表面の沈下量 

⑵降雨後に流出する浸出水対策 

 降雨後に流出する浸出水の対策を検討するにあたり、予備実験として、長時間の曝気、

微生物の植種による生物学的分解を試みたが、ほとんど変化しなかった。 

そのため、浸出水は難生物分解性の物質による影響が考えられ、曝気などの生物学的処

理は困難であると判断した。 

また、浸出水は連続した降雨の後、不定量し、やがて流出が止まることから、水処理等

を行うことは不経済であると判断した。そのため、浸出水が集水する管理桝において、ｐH

を連続的に測定し、浸出水が流出しｐH が８以上になった場合に自動的に中和し、放流す

る設備を構築した。 

なお、中和剤には浄水場で使用されている凝結剤である硫酸バンドを使用し、凝集沈殿

による BOD､COD の低減を図った。 

 さらに周辺環境へ配慮し、管理桝 50m3に対し、水道水で毎分 2.5 リットルの割合で常時 
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希釈することとした。 

3.現時点での評価 

 各指標のうち、廃棄物の性状、廃棄物層内の内部温度については、変化が確認されなか

った。 

また、浸出水の性状、浸出ガスの組成、埋立地表面の沈下量においては、時間の経過と

ともに安定化が進行している様子を把握できた。 

浸出水は脱水ケース中の有機物が分解された残査や難分解性有機物が降雨とともに流出

するものであった。 

しかし、図１のとおり、時間の経過とともに浸出水自体の BOD､COD が低下する傾向にあ

ることが判明した。 

そのため、希釈する水道水の投入量を低減して対処した。 

図 １  安 定 化 進 行 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

4.今後の課題 

 今回、いくつかの物理的・化学的指標を用いて、埋立廃棄物における安定度を多角的に

把握することができた。 

 また、浸出水発生のメカニズムを解明と対策を行いながら周辺環境への影響を監視する

ことができた。 

今後は、埋立廃棄物である脱水ケーキ自体の有効利用を行い、処分量を低減する工夫が

必要である。 

また、処分場内部の分解を促進させ、早期安定化を進めるとともに、処分場閉鎖後に跡

地を有効に利用できるような設計が必要である。 

 跡地の有効利用をはじめとして、全体的なリサイクルを進めていきたいと考える。 

    以上 

                    

 ※ 本論文は、過去の試験制度における経験論文で合格となったものですが、次の点 

で問題があると考えられます。 

  〈問題点〉 

    技術士試験に沿った論文スタイルで、うまくまとめられていますが、技術士と 
して重要となる問題点の掘り下げができていません。 
 また、解決策（処分場の安定化対策、浸出水対策）は、極一般的であり、通常 
行われている対策と判断できます。 
 従って、過去の試験で合格となったものの、技術的体験論文として提出した場 
合には不合格となる可能性があることをご承知おきください。 
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